
貴
豆
回
申
胃

aza--
回
事
-
R一
-
種
圃
但
噛
調
可
【
恒
周
一
回
-
同
署
骨
V

品
E

嗣

嘩

車

銀
行
秘
密
の
維
持
さ
所
得
税
・
・
・
・
・
法
宰
博
士

書
本
屑
宣
長
の
経
済
思
想
・
・
・
・
・
・
露
目
撃
博
士

ロ
利
子
に
於
け
る
勢
力
の
作
用
・
・
・
・

2
干博士

ァ
ー
日
本
の
家
族
制
度
中
」
民
法
・
・
・
・
・
・

2
主博士

ー

識

苑

大
監
に
杭
い
て
F

ι

刷

刷

刷

V

例

巾

明

Mm
消
陣
中
土

工
業
三
商
業
さ
の
交
渉
・
・
・
・
・
経
済
撃
土

雑

録

所
得
八
刀
配
統
計
の
研
究
方
法
・
・
・
・
・
経
霊
-
博
士

京
都
市
に
於
け
る
消
費
組
合
・
・
・
経
由
空
事
土

金
ミ
物
債
ミ
の
関
係
に
就
て
・
・
・
・
経
済
事
士

当
2
2
m
o
E
の
二
著
・
・
・
・
・
・
・
・
法
事
博
士

法

令

郵
僕
貯
金
利
子
割
合
ノ
件
中
吹
正
・
米
般
法
第
三
燦
ノ
規
定
ヲ
樺
太
品
施
行
ス
ル
ノ
件
・
米
穀
法
第
二
傑
ノ
規
定

=
依
リ
米
及
籾
ノ
輸
入
税
増
加
ノ
件
・
昭
和
三
年
勅
令
第
二
十
二
貌
米
穀
法
第
二
傑
ノ
規
定
三
官
ル
米
及
籾
ノ
輸

入
制
限
品
目
醐
ス
ル
件
申
吹
正
・
無
荒
業
法
ヲ
構
大
=
施
行
λ

ル
F

件

附

録

新
着
外
関
経
済
雑
誌
主
要
論
題

本
誌
第
三
十
一
巻
綿
目
録
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第
三
十
一
血
管

第
六
時
蜘

ー
キ，、

i¥. 
九

京
都
市
に
お
け
る
消
費
組
合

谷

蒼

口

士
口

成
立
の
事
情

節
約
生
}
市
在
特
色
と
す
る
京
都
而
民
め
聞
に
は
、
泊
費
組
合

の
褒
逮
す
ペ
宮
、
素
地
は
十
分
じ
め
る
も
の
と
考
へ
ら
る
h

が
.

併
し
‘
町
一
際
じ
は
似
の
地
方
じ
比
し
、
特
じ
川
新
し
い
税
控
ゃ
が
い

て
ゐ
る
と
も
考
へ
ら
れ
?
.
わ
が
園
の
一
般
的
歌
態
と
同
様
に
、

京
都
市
に
お
け
る
消
費
組
合
運
動
も
、
な
ほ
未
行
委
遠
の
初
期

を
脆
し
え
な
い
様
で
あ
る
。
た
f

普
通
の
小
賓
商
が
、
戟
後
の

永
続
的
不
況
と
百
貨
屈
の
進
出
と
に
挟
撃
さ
れ
て
、
甚
犯
し
き

窮
況
に
陥
っ
て
ゐ
る
今
日
に
お
い
て
、
消
費
組
合
は
殆
ん
ど
著

し
い
打
撃
を
う
け
ぎ
る
の
み
か
、
却
っ
て
ま
す
/
¥
そ
の
活
動

令
指
滋
に
扱
張
し
っ
、
あ
る
の
は
、
注
意
す
べ
き
事
賓
で
あ

る
。
い
ま
京
都
市
に
現
存
す
る
消
費
組
合
に
就
て
、
そ
の
成
立

の
時
期
ぞ
見
る
と
き
は
、
左
表
に
示
す
が
如
く
、
大
憶
に
お
い

て
最
近
十
年
来
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
個
々
の
組
合
の
成
立

に
は
、
各
h
H

特
殊
の
事
情
の
在
す
る
こ
と
勿
論
で
あ
る
が
、



ぽ
ほ
仕
向
同
ぽ
円
巨
同
比
同
ほ
沼
恒
川
団
色
川
区
洋
医
三
ほ

一
組
合
員
数
一
ュ
品
一
一
=
一
一
口
弐
=
一
、
一
旦
一
一
=
一
三
一
=
一
三
ニ
一
一

3
1
4一
三
一
一
一
三
一
一
K
4孟

銭
遁
購
買
斗
販
費
総
額
一
一
一
三
a
A
C長
一
=
一
九
九
五
一
一
墨
田
口
七
、
き
墨
田
八
五
、
全
4

一
ニ
三
昔
、
入
品
コ
一
一
五
一
口
、
人
喜
一
五
一
ん
口
四
一
一
軍
一
一
一
-
一

二

入

信

販

責

↑

一

角

一

一

五

三

一

五

回

一

一

六

六

一

-

圭

一

一

豆

一

元

一

一

苫

れ
ら
ぞ
逗
ホ
J

る
一
般
的
事
情
と
し
て
は
、
世
界
戦
争
仁
件
ふ
物

債
謄
貴
と
、
そ
れ
仁
よ
る
市
民
生
活
の
座
迫
を
あ
け
ね
ば
な
ら

ぬ
。
こ
れ
は
恰
も
、
大
正
七
年
の
米
騒
動
や
動
機
と
し
て
、
公

設
お
よ
び
私
設
の
小
寅
市
場
が
各
都
市
に
褒
達
し
て
き
た
の

と
、
ほ
J
B

同
じ
事
情
に
よ
る
も
の
活
様
で
あ
る

京
都
市
に
現
存
ナ
る
消
費
組
品
町
(
創
立
順
に
よ
る
)

創
立
年
月
日

大
正
大
司
コ
、
二
一
一

大
正
士
一
品
、
ニ
セ

大
正
入
、
七
、
二
五

大
正
一

O
、
問
、
一
一

大
正
一

O
、
五
、
二
八

大
正
一

O
、
六
、
九

犬
正
一

o、
九
、
ニ
O

現
在
組
合
長

田
二

Z

E
:
ヲ

組

合

名

京
都
大
串
購
買
組
合

平

安

購

買

組

合

旭

購

買

組

合

舗
道
購
買
京
都
支
部

同

志

社

消

費

組

合

京

都

購

買

組

合

京
都
市
留
師
購
買
組
合

a

、」、

一一
J
ノ
E

J

/、

四

=
一
七
七
六

(
二
七
明
白
}
り

一
七
五
O 
二
先
九

京
都
市
消
費
組
合
の
最
近
の
笈
島

組
合
名

項

目

雑

京
都
市
に
お
け
る
備
投
組
合

鋒

京

都

家

庭

消

費

組

合

昭

和

四

、

一

o、
一
五
八
二

O

詮
乙
の
外
に
西
陣
糸
染
購
買
組
合
(
創
立
大
正
一
一
、
七
二
七
、

組
合
員
五
八
)
お
よ
び
京
都
麺
友
購
買
組
合
(
創
立
大
正
一
荒
、
九
、

一
、
組
合
員
四
=
一
)
が
あ
る
け
れ
E
も
、
何
れ
も
主
と
し
て
原
料
購
買

組
合
で
あ
る
か
ら
、
己
L

で
は
除
外
す
る
。

す
で
に
消
滅
し
た
組
合
に
は
、
京
都
市
湯
屋
購
買
組
合
、
京
都
購

買
組
合
w

京
都
遁
友
購
買
組
合
、
京
都
養
鶏
業
購
買
組
合
、
京
都
電

燈
購
買
組
合
等
が
あ
る
。

H
N
J
れ

の

恐

慌

" 

今
こ
れ
ら
の
組
合
に
つ
い
て
、
大
正
十
年
以
来
の
組
合
員
数
、

販
一
貫
綿
樹
、

一
人
営
り
販
買
額
の
援
化
を
示
せ
ば
、
左
去
の
如

く
組
合
に
よ
っ
て
多
少
の
相
違
は
あ
る
が
、
大
騒
に
お
い
て
額

著
な
発
展
の
跡
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
年

第
三
十
一
瞥

第
六
按

F七

A 
:fL 

京都府内務部編京都府産業組合及農業倉庫概況(昭和四年末現在、に擦る。
創立年月日とは設立許可年月日 従って1吉際白書IJ業は多少とれに前後する。
昭和四年十二月末日現在。
昭砲五年二月末日現在、括孤内は京都市在住の組合員数。
創業年月日。
京都府内務部農林意書書課の原簿および各組合につ曹調査。
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京
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総
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二
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言書」

い
ま
之
や
全
慢
に
つ
い
て
見
ゐ
時
は
、

最
も
額
若
な
増
加
を

な
し
大
の
は
販
費
総
額
で
あ
っ
て
、
こ
の
九
年
間
に
三
倍
近
く

以
つ
℃
ゐ
ゐ
。
組
合
口
岡
敬
一
こ
れ
に
つ
い
じ
二
倍
泣
く
な
句
、

人
嘗
り
販
資
額
は
約
一
倍
牢
に
培
加
し
て
ゐ
る
。

商
品
の
種
類

消
費
組
合
に
よ
っ
て
配
給
さ
る
べ
き
商
品
は
、
組
合
の
性
質

上
、
こ
と
に
そ
の
褒
遠
の
初
期
に
お
い
て
は
、
米
・
味
噌
・
醤
油
@

薪
炭
等
の
謂
ゆ
る
五
口
聞
の
日
常
必
需
品
を
基
礎
と
す
べ
き
こ
と

は
、
周
知
の
理
論
で
あ
る
。

い
ま
貫
際
に
行
は
れ
つ

J
の
る
所

主
要
商
品
別
販
賀
高
(
昭
和
四
年
)

組l

貫
一一一!ー一ー-，-ーー一|

三 1i買
=西i:. I !師団
会丙|制|米

子語i
る額
呈 1%に
孟ーし聖堂一ー
債

商

品

織

道

鷲

雑

銭

京
都
市
に
お
け
る
消
費
組
合

宅
、
=

完一、島

Jを
見
る

或
組
合

で
1，1: 

1冒3

1買

の
月
賦
l!IJt 
質
主?

引三塁

或
組
合
で
は
生
鮮
食
料
品
の
配
給
ま
で
も
な
し
つ

J
の
る
。
か

く
の
知
く
消
費
組
合
が
そ
の
殻
遠
の
初
期
か
ら
、
あ
ら
ゆ
ゐ
商

日
間
に
手
を
延
ば
す
ペ
き
か
否
か
は
問
題
で
あ
り
、
こ
の
黙
に
闘

し
て
吾
園
の
消
費
組
合
は
、
今
日
一
の
試
練
期
に
あ
る
。
た
ぜ

こ
の
場
合
で
も
、
組
合
の
主
力
は
常
に
日
常
必
需
品
に
注
が
る

べ
き
で
あ
り
、
ま
た
事
責
多
く
の
組
合
は
、
之
を
基
礎
と
し
て

い
ま
最
近
一
ナ
年
の
販
費
高
を
主

要
商
品
別
に
見
れ
ば
吹
の
如
く
で
あ
る
。

品仕掛団一品群匹一

品
八
、
=
一
割
一
一
向
、

E=ぺ
勤
一
一
、
口
一
一
点
、
弘
一
一
一
、
?
一
回
昔
、
一
回
副
豆
、
一
ι

薪

ゐ
る
こ
と
が
賓
謹
さ
れ
る
。

第
三
十
一
巻

八
九
五

第
六
披

九

京都府内務部農林琵続課の原簿に操 H調:置。



大

震

ニ

点

、

さ

五

二

、

h
J
一
世
一
一
一
一
、
和
一
一
昌
、
六
八
三
一
、
正
三
、
ニ
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王
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留
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=
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、
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入
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古
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|
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z
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そ
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-
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買
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主

室
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寸
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一
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此

九

回

同
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国

一

-
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九

一
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E

-

一
二
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同

志

社

購
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一

玉

、

安

司

一

唱

一

一

一

そ

釘

一

八

五

一

五

五

口

、

唱

室

園

、

問

ぎ

一

E

一

一
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i
l
l
l
i
l
-
-
i
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雑

鋒

京
都
市
に
お
け
る
給
費
組
合

都

購

事

購

師

購
購

安

購

置
肌
凶
制
川
畑
地
問
問
醐
閥
鴨
川
嶋
河
江
崎
畑
地
膚
閥
均
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註

京
都
家
麗
消
費
組
合
は
創
業
後
漸
〈
一
ヶ
年
に
し
て
是
等
白
計
搬
を
鉄
〈
故
に
木
表
に
含
ま
な
い
。

部
ち
是
に
由
れ
ば
米
の
配
給
額
は
最
も
多
く
、
全
国
田
じ
お
い

て
は
四
割
近
く
を
占
め
、
薪
炭
と
併
せ
て
約
瓦
割
を
占
め
る
。

回

経

営

の

方

針

消
費
組
合

ω経
営
方
針
と
し

τ
一
般
仁
認
め
ら
る
こ
断
は
‘

現
金
主
義
、
市
僚
主
義
、
お
よ
び
配
賞
主
義
の
三
で
あ
る
。
併

に
す
ニ
の
割
合
は
組
合
に
よ
り
て
甚
花
相
違
し
、
旭
購
買
の
七

四
、
四
%
か
ら
大
祭
購
買
の
一
て
O
%
に
及
ぶ
。
右
の
表
は

各
組
合
の
特
色
を
よ
く
表
し
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
大
忠
一
購
買
お
よ

し
乍
ら
日
疋
等
の
原
則
が
吾
が
闘
に
お
い
て
も
果
し
て
文
字
遁
り

に
行
は
れ
、
7
べ
き
や
否
や
、
ま
た
組
合
設
建
の
初
期
に
お
い
て

商び
品醤
ーは師
七勝
吉1) 員
五で
分は
に米

苧嘉
¥炭
会#γ

吾。〉
E豆微
官コt 々

某 Tニ
」る
は h

そ戸
上!:;
の し
大
部共
分他
はの
呉雑

は
、
是
等
の
原
則
は
如
何
に
制
限
さ
る
べ
き
か
は
、
な
ほ
研
究

さ
る
べ
き
賞
際
問
題
で
あ
る
。
い
ま
京
都
市
に
於
て
質
際
仁
行

販
お
よ
び
雑
貨
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
に
遁
ぷ
る
が
如
き
特
約
底

制
度
を
と
る

w
-
E
に
よ
っ
て
始
め
て
可
能
な
の
で
あ
る
。

は
れ

、ノぐ〉

現・、
金・ぁ
主・る
義・所
'<f' 

見
る

を
巌
格
に
賀
行
し
っ
、
あ
る
の
は
、
先
C

ヨ普及様を含む。
呉服雑貨 179・279固E含む。
啓薬材料品 17・[20園洋服 6.319闘を含む。

、，J
、.
J

、.
J

2

3

4

 



最
近
に
生
れ
れ
い
京
都
家
庭
消
費
組
合
の
み
で
あ
り
、
原
則
と
し

て
之
を
標
傍
し
つ

Z
の
る
組
合
で
も
、
賃
際
は
掛
責
主
義
b
T
主

と
す
る
も
の
が
多
い
。
段
蓮
購
買
、
大
事
購
買
の
如
き
は
、
そ

の
特
殊
の
性
質
に
も
と
づ
い
て
、
俸
給
治
引
制
度
令
も
採
り
つ

、
あ
る
。
組
合
の
経
鵬
首
上
か
ら
兄
て
、
現
金
主
義
の
有
利
確
資

な
る
は
勿
論
で
あ
る
が
、
組
合
員
の
便
宜
に
動
か
さ
れ
易
い
組

ん
は
の
欣
態
に
於
て
は
、
こ
と
に
任
闘
の
畑
く
、
ま
た
京
部
市
に

お
け
ら
が
加
〈
.
体
給
生
所
持
在
中
心

t
し
て
肢
も
設
中
間
し
ハ
J

?
め
る
所
で
は
、
現
金
主
義
か
掛
責
主
義
か
の
問
題
も
筒
翠
で

な
い
。
ニ
の
種
の
問
題
は
理
論
に
よ
る
よ
り
は
率
ろ
寅
践
に
よ

っ
て
解
決
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
今
日
ま
で
の
事
費
で
は
、

な
ほ
結
論
に
逮
す
る
に
は
尚
早
で
あ
る
。
こ
の
踏
に
於
て
も
わ

が
闘
の
消
費
組
合
は
な
ほ
試
練
時
代
に
あ
る
。
各
組
合
は
ま
づ

そ
の
信
す
る
所
に
従
っ
て
活
動
を
続
く
べ
き
で
あ
ら
う
。

•••••••• 二
一
)
市
慣
主
義
か
原
慎
主
義
か
の
問
題
は
、
組
合
の
配
給
便

格
七
倍
市
債
と
等
し
か
ら
し
む
る
か
、

ま
た
は
原
債
と
等
し
か

ら
し
む
る
か
、
と
い
ふ
問
題
よ
り
は
寧
ろ
、
配
給
債
格
を
決
定

す
る
揚
合
に
、
市
債
を
標
準
と
す
る
か
、
原
債
を
標
準
と
す
る

雑

鋒

京
都
市
に
お
け
る
消
費
組
合

か
の
方
法
上
の
問
題
で
あ
る
。
資
際
に
お
い
て
は
雨
者
の
何
れ

を
も
参
照
す
る
こ
と
が
多
い
。
例
へ
ば
原
償
に
も
と
‘
つ
い
て
採

算
し
た
る
一
定
の
配
給
蟹
格
が
、
市
債
よ
り
も
高
い
か
安
い
か

は
、
常
に
考
慮
さ
れ
つ
、
あ
る
o
k
u
一
般
的
に
一
一
日
ふ
と
き
は
、

仕
入
債
格
に
白
信
な
き
」
綿
合
設
遣
の
初
期
に
お
い
て
は
、
市
債

を
顧
慮
す
る
二
と
強
く
、
自
信
あ
る
仕
入
を
な
し
う
ゐ
に
主
れ

ば
、
原
債
ょ
の
採
算
せ
る
償
格
そ
標
準
と
し
、
躍
な
る
参
考
に

市
側
小
山
間
山
内
つ
川
わ
ら
の
が
事
録
で
わ
に
心
。

情
れ
の
場
合
℃
も

巌
密
な
る
市
憤
主
義
、
削
も
市
債
と
ほ
ゾ
等
し
き
債
格
を
も
っ

て
配
給
す
る
が
如
舎
は
、
わ
が
固
で
は
行
は
れ
難
い
。
ニ
れ
吾

が
消
費
組
合
の
多
く
は
、
イ
ギ
リ
ス
そ
の
他
に
お
け
る
が
如
き

組
合
意
識
と
い
ふ
精
紳
的
要
素
に
頼
る
こ
と
少
く
、
主
と
し
て

日
常
生
活
費
の
軽
減
と
い
ふ
経
済
的
要
素
を
主
限
と
し
て
成
立

す
云る
ちも
配・の
首;・が
主・多
義・い
か
ら
で
あ
ら
ヲ

創
ち
購
買
高
に
感
じ
て
刑
判
徐
金
を
配
営
す

る
の
主
義
は
、
吾
園
で
は
ま
だ
重
要
な
寅
際
問
題
と
な
る
ま
で

に
は
至
っ
て
ゐ
な
い
。
そ
の
理
由
の
一
は
、
多
く
の
組
合
は
な

ほ
設
建
の
初
期
に
あ
っ
て
、
多
少
の
剰
徐
金
は
あ
っ
て
も
、
之

第
三
十
一
巻

八
九
七
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大
域
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雑

銭

京
都
市
に
お
け
る
消
費
組
合

そ
創
業
資
本
の
償
却
に
あ
て
、
積
立
金
と
し
て
蓮
斡
資
金
に
流

用
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
第
二
の
理
由
は
、
す
べ
て
の

組
合
は
市
債
と
同
値
に
配
給
し
て
剰
飴
金
舎
建
す
よ
り
は
、
む

し
ろ
安
領
主
義
ぞ
と
っ
て
剰
徐
金
や
山
ア
な
か
ら
し
め
ん
と
す
る

か
ら
で
あ
る
。

大
ゾ
京
都
購
買
組
合
は
左
表
の
如
〈
昨
年
度
に

お
い
て
一
高
二
千
幽
飴
の
剰
絵
金
ぞ
あ
け
、

そ
の
約
牢
額
以
上

守
配
合
し
て
ゐ
る
が
、

-
}
の
配
首
や
一
段
に
出
資
金
に
到
す
る
配

首
と
膝
賀
高
に
謝
す
る
配
蛍
と
に
ほ
U

折
半
し
て
出
資
金
に
剥

し
て
年
六
%
、
購
買
高
に
針
し
て

0
.九
%
の
配
賞
ゃ
な
し
て
ゐ

る
。
こ
の
組
合
は
持
分
の
均
一
制
を
と
ら
歩
、

一
口
十
園
の
出

資
者
か
ら
五
十
日
五
百
闘
の
出
資
者
ま
で
や
包
含
し
、
ヲ
る

際
の
最
高
出
資
者
は
三
十
二
口
を
右
す
る
)
こ
と
、
な
っ
て
ゐ

る
か
ら
、
出
資
金
に
到
す
る
配
嘗
を
必
要
と
す
る
に
至
っ
た
も

の
で
あ
ら
う
o

京
都
購
買
組
合
剰
絵
金
底
分

I

昭
和
四
年
度
剰
鈴
金
一
二
、
O
一
丸
、
二
九
E

¥
準
備
食
事
業
資
金
位
融
通
す
)
コ
一
、
一
二
F
、八
O

一
意
十
(
一
理
弛
錯
し
)
一
一
一
、
O
七
九
、
四
一
一

そ
の
底
分
一
特
別
積
立
金
{
事
業
資
金
)

F

に
融
通
す
、

一、
0
0
0
、0
0

(貫
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組
合
の
諸
典
型

以
上
京
都
市
に
お
け
る
消
費
組
合
を
概
観
す
る
に
、
そ
れ
は

恰
も
わ
が
闘
の
消
費
組
合
運
動
の
縮
闘
の
如
き
槻
が
あ
る
。
そ

五.

め
一
般
酌
軒
徴
じ
お
い
l
t
h
恥
が
闘
め
消
費
組
合
め
特
徴
巻
反

映
す
る
の
み
な
ら
す
、
そ
こ
に
寄
在
す
る
種
々
の
典
型
の
組
合

は
、
ま
に
ほ
J
V

む
固
に
存
在
す
る
組
合
の
諸
典
型
を
網
羅
し
て

ゐ
る
か
に
見
え
る
。

第
一
に
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
等
に
お
け
る
が
如
き
消
費
組

合
、
邸
ち
券
働
者
ま
た
は
努
働
組
合
を
地
盤
と
す
る
組
合
は
‘

••••••• 

京
都
市
に
は
一
も
在
在
せ
歩
、
す
べ
て
が
俸
給
者
消
費
組
合
で

••••••• 

あ
る
。
わ
が
図
で
は
英
・
濁
の
如
き
努
働
者
消
費
組
合
は
、
ま

記
殆
ん
ど
褒
建
せ
示
、
僅
か
に
二
三
の
も
の
ぞ
見
る
仁
過
ぎ
な

一
般
的
特
徴
は
よ
〈
京
都
市
に
も
現
は
れ
て
ゐ

る
。
努
働
運
動
に
従
事
す
る
も
の
、
注
意
す
べ
含
問
題
で
あ
ら

う
。
而
し
て
わ
が
消
費
組
合
運
動
の
諸
特
徴
は
、
そ
れ
が
俸
給

い
が
、
こ
の



者
組
合
で
あ
る
と
い
ふ
黙
に
出
張
す
る
も
の
が
多
い
。

最
も
護
遼
せ
るわ
も泊王

の閣
はじ
、登

附・達
属・せ
i白・ゐ
費・俸
組・給
合・者
と i宵
も費
言組
ぷ、合
べの
きう
もち
の

第
二
に
、

で
あ
る
。
こ
れ
は
官
公
私
の
一
一
経
替
主
膿
に
附
属
し
て
、
そ
の

従
業
員
の
み
を
包
括
す
る
も
の
、
謂
ゆ
る
枇
内
費
出
納
の
植
民
建
せ

る
も
の
で
あ
っ
て
、
従
業
員
仇
字
幅
増
進
施
設
と
し
て
、
経
営

主
慢
の
庇
護
の
下
に
出
裂
す
る
場
合
が
多
い
。
京
都
市
に
お
い

て
も
亦
、
最
太
の
治
神
(
叩
叫
ん
H

は
例
道
勝
目
京
都
文
部
で
め
h
.

京
都
大
限
燐
民
組
合
も
可
}
の
川
じ
印
刷
寸
ら
よ

第
三
に
、
伊
担
伊
均
帽
子
伊
伊
と
も
一
言
ふ
べ
き
も
の
は
、
俸
給

一
般
俸
給
者
を
糾
合

者
の
属
す
る
経
鵬
首
主
鵠
と
は
関
係
な
く
、

し
て
濁
立
の
消
費
組
合
を
組
織
す
る
も
の
で
あ
る
。
わ
が
闘
で

は
よ
の
型
の
組
合
は
、
前
の
附
属
組
合
に
吹
い
で
褒
達
し
て
ゐ

る
が
、
京
都
市
に
お
い
て
も
亦
、
京
都
購
買
組
合
、
旭
購
買
組

ん
目
、
平
安
購
買
組
合
‘
家
庭
消
費
組
合
の
如
き
ニ
れ
に
属
す
る
。

二
の
中
に
も
ま
た
種
々
の
毘
別
が
あ
る
。
例
へ
ば
主
と
し
て
怠

給
生
活
者
を
中
心
と
し
て
震
建
し
た
ち
の
、
中
小
早
校
数
員
jf-

玄
関
と
す
る
ち
の
、
宗
教
的
関
係
令
に
ど
っ
て
護
建
す
ら
も
の
、

雑

京
都
市
に
お
け
る
消
費
組
合

~，足

銀
行
曾
枇
員
を
主
と
す
る
も
の
、
知
識
階
級
を
網
雑
せ
ん
と
す

る
も
の
等
々
こ
れ
で
あ
る
。
職
業
的
色
彩
の
最
も
鮮
明
な
の
は

酷
酉
師
購
買
組
合
で
あ
り
、
醤
薬
材
料
と
日
川
町
山
の
購
買
や
併
行

さ
せ
て
ゐ
る
。

•• 

最
後
に
組
合
経
替
上
の
特
色
と
し
て
注
意
す
べ
き
は
、
俸
給

4
h
h協
同
問
と
臥
仏
m
h剖
m
hで
あ
る
。
前
者
は
削
技
連
の
附
属
消
費

組
合
に
伴
ふ
特
色
で
あ
旬
、
鋪
道
購
買
で
は
米
・
薪
炭
を
強
制

的
に
、
火
山
倍
購
買
む
は
す
べ
て
任
意
に
、
俸
給
油
L
Z

引
制
度
を
賞

Lf
〈
J

I

1

〉
《

f
f
t
/

、J
F
g

;rtjし
7
J
4
1
1
4
J

、
f
j，
f
J
C
町
一
在

一万

σkやが
p
qけ
!
?
d
苦
路
、

J
f
l
M
一し'

組
合
員
に
配
給
せ
し
む
る
特
約
底
制
度
も
、
多
少
の
程
度
に
、

大
部
分
の
組
合
の
賓
行
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
と
に
百
貨
底

と
の
特
約
は
よ
く
利
用
さ
れ
つ
、
あ
る
。
に
じ
多
く
の
組
合
で

は
、
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
組
合
の
力
の
及
ば
ざ
る
所
を
楠
ふ
程

度
に
止
め
て
ゐ
る
が
、
京
都
大
事
購
買
組
合
だ
け
は
ニ
の
制
度

を
最
も
徹
底
せ
し
め
て
、
す
べ
て
の
取
級
品
ぞ
特
約
応
仁
よ
り

配
給
せ
し
め
、
自
ら
は
全
〈
配
給
行
矯
に
関
係
し
な
い
。
こ
れ

は
消
費
組
合
と
し
て
は
最
も
特
異
な
一
つ
の
別
で
あ
る
。
事
一
す

る
に
京
都
市
に
お
け
る
消
費
組
合
の
欺
態
は
、
わ
が
同
の
一
般

第
三
十
一
巻

第
六
流
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大必
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来佐

金
と
物
僚
と
む
関
係

鍬

的
献
態
や
反
映
す
る
も
の
で
あ
り
、

の
型
は
悶
時
仁
わ
が
凶
に
存
在
す
る
程

代
表
し
て
ゐ
る
か
の
観
が
あ
る
。
(
五
Q

|柑

百己

京
都
府
内
務
部
農
林
態
統
諜
お
よ

血
(
へ
ら
れ
た
る
好
意
に
針
し
、
深

に
就
い
ω
中
に
含
ま
る
、
種
々

々
の
型
の
消
費
組
合
を

一
、
五
)

び
各
消
費
組
合
理
事
者
む

〈
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

第
三
十
一
巻

丸

O
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